
・数列の極限について理解し，
数列 {r^n} の極限などを基に簡
単な数列の極限を求めることが
できる。

・無限級数の収束，発散につ
いて理解し，無限等比級数な
どの簡単な無限級数の和を求
めることができる。

・簡単な分数関数と無理関数
の値の変化やグラフの特徴に
ついて理解することができる。

・合成関数や逆関数の意味を
理解し，簡単な場合について
それらを求めることができる。

・関数の値の極限について理
解している。

・式を多面的に捉えたり目的に
応じて適切に変形したりして，
極限を求める方法を考察する
ことができる。

・既に学習した関数の性質と関
連付けて，簡単な分数関数と
無理関数のグラフの特徴を多
面的に考察することができる。

・数列や関数の値の極限に着
目し，事象を数学的に捉え，コ
ンピュータなどの情報機器を用
いて極限を調べるなどして，問
題を解決したり，解決の過程を
振り返って事象の数学的な特
徴や他の事象との関係を考察
したりすることができる。

・事象を関数と極限の考えを用
いて考察するよさを認識し，問
題解決にそれらを積極的に活
用しようとしたり，粘り強く考え
数学的論拠に基づき判断しよう
としたりしている。

・問題解決の過程を振り返って
考察を深めたり，評価・改善し
たりしようとしている。

関数の連続性について理解
し，関数の連続性を調べたり，
連続関数がもつ性質を調べた
りすることができる。

２　三角関数と極限

三角関数の極限について理
解し，これをもとにさまざまな
関数の極限について考察する
ことができる。

３節　関数の極限
１　関数の極限

関数の極限について理解し，
さまざまな関数の極限を求め
ることができる。

５　いろいろな無限級
数

無限級数の和・差・実数倍の
性質を利用して，さまざまな無
限級数の和を求めることがで
きる。
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　学習計画及び評価の観点
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特別進学コース

教   科   書

数学Ⅲ　Advanced　・　数学C　Advanced

科　目

数学Ⅲ・C

年   間   到   達   目   標
数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
(1)　極限，微分法及び積分法についての概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処
理
　　したりする技能を身に付けるようにする。
(2)　数列や関数の値の変化に着目し，極限について考察したり，関数関係をより深く捉えて事象を的確に表現し，数学的に考察したりする力，いろいろ
な
　　関数の局所的な性質や大域的な性質に着目し，事象を数学的に考察したり，問題解決の過程や結果を振り返って統合的・発展的に考察したりする
力を養う。
(3)　数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り

単　位

4・２

学科

普通科

コース

３　関数の連続性

月 学習内容

１章　関数と極限
１節　関数
１　分数関数とそのグ
ラフ

学習到達目標

分数関数とそのグラフについ
て理解し，既に学習した関数
の性質と関連付けて多面的に
考察することができる。

評価の観点
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度

４　無限等比級数

無限等比級数の収束，発散
について理解し，その和を求
めたり，応用したりすることが
できる。

３　無限級数
無限級数の収束，発散につい
て理解し，その和を求めること
ができる。

２　無限等比数列

無限等比数列の収束，発散
について理解し，これをもとに
さまざまな数列の極限につい
て考察することができる。

数列の極限について理解し，
さまざまな数列の極限を求め
ることができる。

２節　数列の極限
１　数列の極限

逆関数や合成関数の意味を
理解し，それらを求めることが
できる。

３　逆関数と合成関数

無理関数とそのグラフについ
て理解し，既に学習した関数
の性質と関連付けて多面的に
考察することができる。

２　無理関数とそのグ
ラフ



・微分可能性，関数の積及び
商の導関数について理解し，
関数の和，差，積及び商の導
関数を求めることができる。

・合成関数の導関数について
理解し，それを求めることがで
きる。

・三角関数，指数関数及び対
数関数の導関数について理解
し，それらを求めることができ
る。

・導関数の定義に基づき，三角
関数，指数関数及び対数関数
の導関数を考察することができ
る。

・関数の連続性と微分可能性，
関数とその導関数や第2次導
関数の関係について考察する
ことができる。

・事象を微分の考えを用いて考
察するよさを認識し，問題解決
にそれらを積極的に活用しよう
としたり，粘り強く考え数学的論
拠に基づき判断しようとしたりし
ている。

・問題解決の過程を振り返って
考察を深めたり，評価・改善し
たりしようとしている。

・導関数を用いて，いろいろな
曲線の接線の方程式を求めた
り，いろいろな関数の値の増
減，極大・極小，グラフの凹凸
などを調べグラフの概形をかい
たりすることができる。

・関数の局所的な変化や大域
的な変化に着目し，事象を数
学的に捉え，問題を解決した
り，解決の過程を振り返って事
象の数学的な特徴や他の事象
との関係を考察したりすること
ができる。

・事象を微分の応用の考えを
用いて考察するよさを認識し，
問題解決にそれらを積極的に
活用しようとしたり，粘り強く考
え数学的論拠に基づき判断し
ようとしたりしている。

・問題解決の過程を振り返って
考察を深めたり，評価・改善し
たりしようとしている。

３　いろいろな形で表
される関数の微分

さまざま曲線について，それを
表す方程式を微分して考察
することができる。また，媒介
変数表示を理解し，媒介変数
で表された関数を微分するこ
とができる。

２　対数関数・指数関
数の導関数
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２章　微分
１節　微分法
１　導関数

微分可能性について理解し，
定義に基づいて関数の導関
数を求めることができる。ま
た，導関数の基本的な性質を
理解する。

自然対数の底 e を導入し，対
数関数の導関数について理
解する。また，対数微分法を
理解し，それを用いて，指数
関数の導関数を求めることが
できる。

２節　いろいろな関数
の導関数
１　三角関数の導関
数

三角関数の導関数について
理解し，三角関数を含む関数
の導関数を求めることができ
る。

３　合成関数の微分
法

合成関数の微分法および逆
関数の微分法について理解
し，それらを用いていろいろな
関数の導関数を求めることが
できる。

２　積・商の微分法

積，商の導関数について理解
し，それらを用いて基本的な
関数の導関数を求めることが
できる。

４　関数の極大・極小
関数の値の変化を調べ，極値
を求めることができる。

３　関数の増減

平均値の定理に基づいて関
数の増減について考察するこ
とができる。また，関数の増減
を調べることができる。

２　平均値の定理
曲線の接線の方程式及び法
線の方程式を求めることがで
きる。

３章　微分の応用
１節　接線，関数の
増減
１　接線・法線の方程
式

曲線の接線の方程式及び法
線の方程式を求めることがで
きる。

４　高次導関数
高次導関数について理解す
る。

３　速度・加速度

運動する点の速度・加速度が
導関数を用いて表現できるこ
とを理解する。さらに，いろい
ろな量の変化率について考察
することができる。

２　方程式・不等式へ
の応用

不等式・方程式からつくられた
関数の最大・最小やグラフを
利用して，不等式・方程式を
考察することができる。

２節　微分のいろい
ろな応用
１　最大・最小

微分法を用いて，関数の最大
値，最小値を求めることができ
る。

５　第２次導関数とグ
ラフ

第2次導関数と曲線の凹凸の
関係について理解する。ま
た，関数の増減，極値，グラフ
の凹凸，変曲点などを踏まえ
て，関数のグラフの概形をかく
ことができる。
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・不定積分及び定積分の基本
的な性質についての理解を深
め，それらを用いて不定積分
や定積分を求めることができ
る。

・置換積分法及び部分積分法
について理解し，簡単な場合
について，それらを用いて不定
積分や定積分を求めることが
できる。

・定積分を利用して，いろいろ
な曲線で囲まれた図形の面積
や立体の体積及び曲線の長さ
などを求めることができる。

・関数の式を多面的にみたり目
的に応じて適切に変形したりし
て，いろいろな関数の不定積
分や定積分を求める方法につ
いて考察することができる。

・極限や定積分の考えを基に，
立体の体積や曲線の長さなど
を求める方法について考察す
ることができる。

・微分と積分の関係に着目し，
事象を数学的に捉え，問題を
解決したり，解決の過程を振り
返って事象の数学的な特徴や
他の事象との関係を考察したり
することができる。

・事象を積分とその応用の考え
を用いて考察するよさを認識
し，問題解決にそれらを積極的
に活用しようとしたり，粘り強く
考え数学的論拠に基づき判断
しようとしたりしている。

・問題解決の過程を振り返って
考察を深めたり，評価・改善し
たりしようとしている。

４章　積分とその応
用
１節　不定積分
１　不定積分とその
基本公式

不定積分の基本的な性質に
ついて理解し，さまざまな関数
の不定積分を求めることがで
きる。

定積分の部分積分法につい
て理解し，これを用いてさまざ
まな関数の定積分を考察する
ことができる。

２　定積分の置換積
分法

定積分の置換積分法につい
て理解し，これを用いてさまざ
まな関数の定積分を考察する
ことができる。

２節　定積分
１　定積分

定積分の基本的な性質につ
いて理解し，さまざまな関数の
定積分を求めることができる。

３　部分積分法

部分積分法について理解し，
これを用いてさまざまな関数
の不定積分を考察することが
できる。

２　置換積分法

置換積分法について理解し，
これを用いてさまざまな関数
の不定積分を考察することが
できる。

４　定積分で表され
た関数

積分と微分の関係について理
解し，定積分で表された関数
について考察することができ
る。

３　定積分の部分積
分法


